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論文内容の要旨
本論文は， レーザー媒質の複屈折を 2 次元で高感度に測定する方法を開発し，それを用いて行った半導体励起固体
レーザーの熱複屈折の解析ならびに熱複屈折補償によるレーザー性能の向上に関する研究をまとめたもので，以下の
6 章より構成されている O
第 1 章は緒論で，熱複屈折効果の補償が半導体レーザー励起固体レーザーの高出力化，高ビーム品質化にとって重
要であることを述べ，本研究の目的と意義を明らかにしている。
第 2 章では，高感度に複屈折の 2 次元分布を計測するために開発したポラリメーターならびに，これを複屈折補償
型半導体レーザー励起Nd: ガラスレーザーに適用した結果について述べている o また，熱、複屈折効果によるエネル
ギー損失量を計算する簡易式を開発し，その有効性を確かめた結果について記している。さらに， 2 本のレーザーロッ
ドを用いた熱複屈折補償型発振器においてはロッドのアライメントずれが 2 次関数的に熱複屈折効果補償に影響する
ことを示している。
第 3 章では，熱、複屈折補償型の半導体励起 Nd: ガラスレーザ一発振器を製作し，開発したポラリメーターを用い
て熱複屈折量を測定し，それによるエネルギー損失を評価し，開発した解析法が有効であることを示している。
第 4 章では，高効率，高ビーム品質レーザー増幅器として 8 パスジグザグ増幅器を提案，開発し，高エネルギー抽
出効率(レーザーパス中で73%) と高ビーム品質 (M2 = 1. 2) が得られることを示している o
第 5 章では，高平均出力用のレーザー材料として注目されている Yb: ガラスレーザーの分光特性，蛍光寿命の温
度依存性を測定し，その結果を用いて誘導放出断面積を評価し，これまでに報告されている値が再吸収効果のために
過小評価されていることを見出した結果について述べている。
第 6 章は結論であり，本研究で得られた知見を総括している D
論文審査の結果の要旨
半導体励起固体レーザーはレーザー材料の熱負荷が小さくなるとは云え，発熱効果は不可避であり，高繰り返し，
高励起動作においては，熱複屈折効果によるエネルギー損失は無視できなし」本研究は，半導体励起固体レーザーで
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の熱複屈折効果の補償とレーザー性能の向上を目的として行った研究をまとめたものである o 得られた主な成果を要
約すると以下の通りである o
(1 )複屈折の 2 次元空間分布を従来のコノスコープ法よりも高感度に，主軸方向の正負の符号も含めて測定できるポ
ラリメーターを提案，開発し，その有効性を実証している。
(2)Nd: ガラスレーザ一発振器で熱複屈折の補償を90。施光子を用いて行い，熱複屈折量を励起前と同程度に減少出
来ることを示している。
(3) ジョーンズ行列を用いたレーザ一光の偏光解析をもとに，熱複屈折によるエネルギー損失量を評価する簡易式を
開発し，その有効性を示している D
(4)励起による熱複屈折量をレーザ一発振時と非発振時で測定し，発振時には複屈折量が小さくなっていることを見
出している O
(5)高エネルギー抽出効率と高ビーム品質が得られる複屈折補償型 8 パスジグザグスラブ増幅器を提案，開発し，世
界最高のエネルギー抽出効率(ビームパス領域で73%) を達成している O
(6)Yb: ガラスレーザーの誘導放出断面積は再吸収効果のために実際の値よりも過小評価されていることを見出し
ている。
以上のように，本研究では熱複屈折の高感度計測法，熱複屈折補償法，熱複屈折によるエネルギー損失量を評価す
る簡易式を開発するとともに，熱複屈折補償型の高効率レーザー増幅器の提案を行い，固体レーザーの高性能化に関
する新しい知見を得ており， レーザー工学の発展に寄与するところが大きし、よって，本論文は博士論文として価値
あるものと 5忍める。
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